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JABEE 事務局ニュース No. 6 
2010 年 8 月 31 日 

1）審査員研修会 
2010 年度の JABEE 主催の審査員研修会は、当該年度の審査を担当する審査長と審査員

を対象に 
 日帰り研修 8 月 21 日（土） 建築会館ホール 
 1 泊研修 8 月 28 日（土）～29 日（日） 海外職業訓練協会（OVTA）幕張 

で開催されました。基準の解説や審査書類の記入方法などの解説を行った日帰り研修コー

スと架空プログラムの模擬審査を行ったグループワークを含む 1泊研修コースの 2つのコ

ースに合計で 229 名の審査長、審査員、および今年度の審査にオブザーバーとして参加し

来年度以降に審査員候補になる方々が参加しました。このうち 50 名以上が産業界からの参

加でした。また、ABEEK (韓国)からも 2 名のオブザーバー参加がありました。 
今年中に OVTA の施設が閉鎖されるため、来年以降の１泊研修コースをこのままの形式

で別の場所で行うか、宿泊をやめて別の形式で行うかの議論が必要です。 

 
2) 専門職大学院 

JABEE 事務局ニュース No.2（4 月 9 日）で報告したとおり、専門職大学院の認証評価

が今年度から始まります。2010 年 5 月 13 日の理事会で専門職大学院認証評価委員会が設

立され、10 名の委員が 5 月 13 日、6 月 9 日の理事会で選任されました（委員長：阿草清

滋理事）。また、基準専門委員会（委員長：筧捷彦早大教授）、2010 年度の評価チームも立

ち上がりました。専門職大学院認証評価は専門職大学院設置基準等の法令を加味して策定

された JABEE の認証評価基準によって認証評価を行うので、従来の JABEE の認定・審

査とは若干異なります。上記の 2 委員会および評価チームのメンバーが 8 月 21 日に 1)の
審査員研修会に先だって開催された専門職大学院認証評価に関する研修会に参加しました。 

 
3）ソウル協定 
ソウル協定は情報専門教育を中心とする教育プログラム認定の国際協定です。国際的に

はこの情報分野はエンジニアリングとは別の分野に分けられていることに鑑み、2008 年

12 月、JABEE など 6 カ国の団体が設立メンバーとなってソウル協定を立ち上げました。

現時点で、日本、韓国、米国、台湾の教育認定団体と香港の技術士会、イギリス、カナダ、

オーストラリアの当該分野協会が加盟しています。JABEE では情報処理学会、電子情報

通信学会、電気学会、経営工学関連学会協議会がステークホルダーです。 
認定・審査基準は従来のワシントン協定対応のものと比較して基準 1 および基準 2 の一

部で相違点があるだけですので、継続的な基準見直し作業、審査員研修、審査・認定等は
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現行の JABEE の枠組みの中で行われます。2010 年度から認定を開始し、2012 年頃を目

安にワシントン協定からの完全分離を目指しています。 
ソウル協定加盟団体間でルールの本格的改定作業が 3 つのワーキンググループ（Listing 

of Accredited Programs、Jurisdiction of a Signatory、Monitoring and Reporting）で始

まりました。来年に向けて 6 設立団体の相互審査が始まるため、各団体は今年 10 月 1 日

までに報告書をソウル協定事務局に提出する必要があります。実地審査はなく書類審査の

みとなっています。ワーキンググループの審議もできるだけメール審議で対処しようとい

う合意ができています。それらの作業等に対応すべく、認定事業委員会の下にソウル協定

対応プログラム部会を設置することが決まりました。委員は情報処理学会、電子情報通信

学会、電気学会、経営工学関連学会協議会から選出されます。 
2010 年 9 月 18～19 日、オーストラリアのブリスベンでソウル協定の中間会議が開催さ

れます。筧ソウル協定対応基準部会主査、青島専務理事・事務局長が出席します。 

 
4）理事会 

2010 年度第 3 回通常理事会を 9 月 6 日に開催します。補正予算審議と、広報・啓発委

員会、国際委員会からの報告事項・意見交換があります。 

 
5）大学関係六法 
大学関係六法がエイデル研究所から出版されました（ISBN978-4-87168-479-8）。高等

教育に関する関係法令が網羅されており、第 5 章には認証評価機関、認定機関が独自に定

めた評価基準が紹介されています。636 ページに JABEE の産業技術系専門職大学院基準

が、657 ページに日本技術者教育認定基準（2010 年度～）、667 ページに日本技術者教育

認定基準（ソウル協定対応プログラム用）、670 ページに修士課程日本技術者教育認定基準

が掲載されています。巻頭の解説は一読に値します。 

 
以上 

 
 
 
 
 
 

JABEE 事務局ニュースは社員（正会員）、賛助会員、理事、監事、顧問、委員会委員宛

に発信しています。同じものを JABEE のホームページにも掲載しますが、みなさんから

も関係者に転送して情報のより広い共有をしていただければ幸いです。 
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